
ロジックツリー作成について（静岡県三島市）
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1. 企画戦略部 デジタル戦略課(DX推進)
2. 企画戦略部 政策企画課(施策の企画及び総合調整)
3. 環境市民部 地域協働安全課(公共交通)
4. 計画まちづくり部 都市計画課(地域公共交通)

5. こども健幸まちづくり部 こども未来課(子ども・子育て支援)
6. 社会福祉部 長寿政策課(高齢者の福祉推進)
7. 社会福祉部 介護保険課(通所介護)

途中から参画

取り上げた分野

モビリティ

参画部署

5部7課

【分野選択の理由】
・デジタル庁推奨分野(伊豆ファン倶楽部)
・地域幸福度指標でみると、市民に[移動/交通]
分野の市の取組が十分伝わっていないのでは

資料８



時期 実施内容 第5
水準数

11月 関係部署キックオフ(11/7)（デジタル戦略課＋政策企画課＋地域協働安全課＋都市計画課）
→ロジックツリーで取り上げる分野を「モビリティ」で合意

(素案作り)
・政策企画課が、行政評価の事務事業からモビリティ関連施策一覧を抜き出し、担当課で施策に優先順位付けして素案作り

12月
全体ミーティング（第1回）(12/11)（デジタル戦略課＋政策企画課＋地域協働安全課＋都市計画課）
→第5水準が公共交通部門のハード整備事業ばかりになってしまっているので、ペルソナをイメージして再度作り直すことに。
→行政評価の事務事業名は、名称からではなんの取り組みをしているのか担当課以外よくわからない。

21

（素案作り２ やり直し）
・高齢者、子育て世帯の視点を入れるためメンバーを追加 +（こども未来課＋長寿政策課＋介護保険課）
・住民の意識に変化を与える施策で各課がやっていること・やったらいいと思うものを持ち寄り。第5水準をペルソナごとにグループ分け

１月
全体ミーティング（第２回）(1/15)（デジタル戦略課＋政策企画課＋地域協働安全課＋都市計画課＋こども未来課＋長寿政策課＋介護保険課）
→議論を踏まえて全員の関心が高い 「乗り合い実証」、「割引関係」、「三島駅南口再開発」を軸に考え、残す施策の選抜
→実行する部署が存在するのかを確認

28

(施策の絞り込み、各課の課長も巻き込みブラッシュアップ、第４水準・第３水準のつながり確認)
(慶応大学 猪股涼也氏に相談→第4水準を市民視点でかけるとよい)

２月 全体ミーティング（第3回）(2/13)（デジタル戦略課＋政策企画課＋地域協働安全課＋都市計画課＋こども未来課＋長寿政策課＋介護保険課）
→第２水準を見直し 15

(第2水準・第1水準を市の方針も踏まえて微修正)

全体ミーティング（第4回)(2/19) 最終案合意 15

2

作成までの取組

R6年

R7年
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第1回会議 第２回会議

１回目の素案は、事務事業名では中身が不明でハード整備の事業ばかり。
２回目会議までに、ペルソナをイメージして再度関係部署で施策を練り直し。
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第3回会議

担当する部署の確認。市民体験がどう変化するかで第4水準を修正（主語を「市民」）



5

最終提出

第1・2水準を日頃使う
言葉に微修正
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